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早
い
も
の
で
間
も
な
く
就
任
１
年
と
な
る
。

就
任
直
後
の
昨
年
10
月
下
旬
、
上
京
し
、
鶴

岡
に
工
場
等
が
あ
る
首
都
圏
の
企
業
約
30
社

の
経
営
者
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

そ
の
内
の
い
く
つ
か
の
企
業
を
訪
問
し
、
鶴

岡
で
雇
用
を
創
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
へ
の
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
最

近
の
状
況
に
つ
い
て
、
よ
り
突
っ
込
ん
だ
意

見
交
換
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
際
、
板

橋
区
に
本
社
の
あ
る
丸
善
食
品
工
業
株
式
会

社
の
竹
本
博
則
社
長
か
ら
、
ぜ
ひ
鶴
岡
の
工

場
を
訪
問
し
て
ほ
し
い
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。

８
月
22
日
、
よ
う
や
く
実
現
し
た
訪
問
を
社

員
の
皆
さ
ん
に
笑
顔
で
迎
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

庄
内
地
方
は
年
間
約
25
万
頭
の
豚
が
処
理

さ
れ
る
畜
産
の
一
大
産
地
だ
。
丸
善
食
品
工

業
さ
ん
で
は
、
そ
の
新
鮮
な
豚
骨
等
を
使
用

し
て
調
味
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ポ
ー
ク
エ

キ
ス
な
ど
を
製
造
し
て
お
り
、
製
品
は
、
誰

も
が
知
っ
て
い
る
大
手
の
食
品
製
造
業
や
外

食
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
。
会

社
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
魅
力
あ
る
味
」
と

し
て
の
「
味
力
」（
応
接
室
に
は
鶴
岡
中
央

高
書
道
部
に
よ
る
書
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。）

を
目
指
し
て
日
々
研
究
開
発
が
行
わ
れ
、
鶴

岡
か
ら
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
更
に

は
、
素
材
を
隅
々
ま
で
無
駄
な
く
使
う
こ
と

の
一
環
と
し
て
、
エ
キ
ス
抽
出
後
の
廃
棄
物

早
い
も
の
で
間
も
な
く
就
任
１
年
と
な
る （９）

市政功労者表彰

■問本所総務課☎内線300

〈災害防護功労〉　本間 昭志 氏 （70歳） 堅苔沢
　昭和52年１月に鶴岡市水難救助員の
委嘱を受けて以来、平成30年３月まで
の41年３か月の永きにわたり水難救助
業務に精励され、幾多の救助活動に活躍
されました。その間、平成15年４月か
ら豊浦救難所副救助長、平成17年10月
から同救助長、平成20年４月からは同
所長として、海難事故発生時においては

最前線で所員を指揮し被害の軽減に努
められました。また、平成26年９月か
ら鶴岡市救難本部副本部長として、平成
27年４月からは鶴岡市救難本部本部長
として活躍。救難活動の推進と海難事故
防止に尽力され、終始一貫水難救助活動
に情熱を注ぎ、住民生活の安定に寄与さ
れました。

〈地方自治功労〉　加藤 太一 氏 （67歳） 稲生二丁目
　平成３年５月から平成17年９月の閉
市まで、また、平成17年10月から平成
29年10月までの通算７期26年５か月の
永きにわたり鶴岡市議会議員として活躍
されました。その間、厚生常任委員会委
員長、決算特別委員会委員長、議会だよ
り編集委員会委員長、国立療養所湯田川
病院存続対策委員会副委員長を務められ

ました。また、鶴岡市ほか六箇町村衛生
処理組合議会議長、庄内広域行政組合議
会議員及び同組合議会運営委員会委員長、
鶴岡市外七箇町村伝染病院組合議会議員、
鶴岡市総合計画審議会委員、鶴岡市都市
計画審議会委員など数多くの要職を歴任。
積極的にその職責を全うし、地方自治の
進展と市政の発展に寄与されました。

〈地方自治功労〉　三浦 伸一 氏 （71歳） 八ッ興屋
　平成５年７月から平成29年11月まで
の24年４か月の永きにわたり、鶴岡市
農業委員会委員として活躍し、その間、
平成14年７月から農地部会長を、市町
村合併後の平成17年11月から西部農地
部会長を、平成20年11月から平成29年
11月までの間、農業委員会会長を務め
られました。市町村合併をはじめ、農地

法の大幅な改正や農業委員会法の改正な
ど、農地行政等がめまぐるしく変化して
いく中で、農地集積の推進、耕作放棄地
の発生防止や担い手対策、食育・地産地
消等の取り組みを積極的に推進され、本
市の農業の振興、農業者の地位向上に努
められるなど、地方自治の進展と本市農
政の発展に寄与されました。
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

を
処
理
し
、
栄
養
価
の
高
い
肥
料
原
料
へ
と

変
え
る
取
り
組
み
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。
お

昼
に
は
、
自
社
製
品
の
カ
レ
ー
を
ご
ち
そ
う

に
な
り
、
工
場
を
後
に
し
た
。

　

８
月
29
日
、
有
限
会
社
芳
村
捺
染
を
訪
問

し
た
。
今
年
度
、
鶴
岡
市
は
シ
ル
ク
の
ま
ち

づ
く
り
市
区
町
村
協
議
会
の
会
長
自
治
体
を

拝
命
し
て
い
る
。
芳
村
捺
染
さ
ん
に
は
、
総

会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
と
も
に
開
催
し
た
シ
ル

ク
ツ
ア
ー
の
訪
問
先
を
お
引
き
受
け
い
た
だ

い
た
。
鶴
岡
を
含
む
庄
内
地
域
は
絹
産
業
に

関
す
る
一
貫
工
程
が
残
る
唯
一
の
地
だ
（
鶴

岡
で
は
、
生
産
が
途
切
れ
た
養
蚕
を
復
活
す

る
べ
く
、
今
年
度
か
ら
温
海
地
域
の
旧
福
栄

小
学
校
舎
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。）。
シ
ル
ク
製
品
に
絵
柄
を
プ
リ
ン
ト

す
る
「
捺
染
」
も
重
要
な
過
程
で
、
芳
村
捺

染
さ
ん
で
は
、
手
捺
染
で
ス
カ
ー
フ
な
ど
に

プ
リ
ン
ト
を
施
し
て
い
る
。
こ
の
日
は
、
長

野
県
岡
谷
市
長
さ
ん
や
福
島
県
川
俣
町
長
さ

ん
な
ど
の
自
治
体
の
関
係
者
に
加
え
、
山
形

市
か
ら
の
一
般
の
参
加
者
も
お
り
、
企
業
秘

密
だ
と
言
う
糊の

り

の
お
話
や
何
層
に
も
重
ね
合

わ
せ
る
繊
細
な
手
捺
染
プ
リ
ン
ト
の
職
人
技

に
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

地
域
の
畜
産
業
と
シ
ル
ク
の
一
貫
工
程
を

支
え
る
企
業
で
あ
る
丸
善
食
品
工
業
さ
ん
も

芳
村
捺
染
さ
ん
も
、
女
性
が
目
を
輝
か
せ
て

働
く
職
場
だ
っ
た
。
人
口
減
少
の
時
代
、
ど

の
企
業
も
人
材
の
確
保
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

鶴
岡
に
は
、
お
も
し
ろ
い
、
魅
力
の
あ
る
企

業
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
若
い
人
た
ち
、
そ
し

て
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も
、
鶴
岡
の
企

業
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
。

市政功労者　10月１日（市制施行記念日）に表彰

　市では、本市の発展に尽くされた方を市政功労者として表彰し、
その功績をたたえています。
　今年度は、５人の方が10月１日の市制施行記念式典で表彰され
ます（この表彰は、鶴岡市表彰条例に基づいて行われるものです）。

〈地方自治功労〉　神尾　 幸 氏 （71歳） 金谷
　平成11年５月から平成17年９月の閉
市まで、また、平成17年10月から平成
29年10月までの通算５期18年５か月の
永きにわたり鶴岡市議会議員として活躍
されました。その間、総務常任委員会委
員長、高速交通等対策特別委員会委員長、
更に、平成19年11月から平成21年10月
まで議長を務められました。また、鶴岡

地区消防事務組合議会副議長、庄内広域
行政組合議会議員及び同組合議会運営委
員会委員長、鶴岡市監査委員、山形県鶴
岡市土地開発公社理事、鶴岡市総合計画
審議会委員、鶴岡市都市計画審議会委員
など数多くの要職を歴任。積極的にその
職責を全うし、地方自治の進展と市政の
発展に寄与されました。

〈地方自治功労〉　今野 良和 氏 （70歳） 藤島
　昭和58年８月から平成６年６月まで、
並びに平成15年８月から平成17年９月
の閉町までの４期13年１か月藤島町議
会議員として、平成７年４月から平成11
年４月までの１期４年山形県議会議員と
して、平成17年10月から平成29年10月
までの３期12年鶴岡市議会議員として、
通算８期29年１か月の永きにわたり地

方議会議員として活躍されました。その
間、藤島町議会では、文教厚生常任委員
会委員長、副議長等を、山形県議会では、
商工労働観光常任委員会委員長等を、鶴
岡市議会では、厚生文教常任委員会委員
長、副議長など数多くの要職を歴任。積
極的にその職責を全うし、地方自治の進
展と市政の発展に寄与されました。
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入園児募集

■問各園、本所子育て推進課☎内線148または各地域庁舎市民福祉課へ

園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号
◎南部（美原町） ３か月 7：30～19：00 120人 ☎22‐0527
◎松原（宝町） ３か月 7：15～19：00 110人 ☎29‐1501
◎荘内教会（本町三丁目） ２か月 7：30～19：00 70人 ☎25‐7070
◎常念寺（本園・分園）（睦町） ２か月 7：15～19：00（☆） 150人 ☎24‐9055
◎道形（道形町） ２か月 7：20～19：00 100人 ☎22‐5841
◎新形（新形町） ２か月 7：30～19：00 90人 ☎23‐2568
◎ちとせ（稲生一丁目） ５か月 7：20～19：00 60人 ☎22‐0742
◎美咲の森（美咲町） ２か月 7：00～19：00 75人 ☎24‐5555
◎由良（由良一丁目） ３か月 7：15～19：00（☆） 45人 ☎73‐2276
◎大山（大山二丁目） ２か月 7：30～19：00 150人 ☎33‐2033
◎大山分園（大山二丁目） ５歳児 7：30～19：00 40人 ☎33‐3250
◎栄（播磨） ５か月 7：30～18：00 50人 ☎29‐2102
◎大泉（白山） ６か月 7：15～18：45 90人 ☎23‐7332
◎湯田川（藤沢） ２か月 7：30～18：30 60人 ☎35‐2017
◎民田（民田） ５か月 7：30～18：00 40人 ☎24‐4517
◎小堅（堅苔沢） ６か月 7：30～18：00 20人 ☎73‐2330
◎上郷（みずほ） ２か月 7：30～18：00 60人 ☎35‐3392
◎田川（田川） ６か月 7：30～18：00 30人 ☎35‐2715
◎三瀬（三瀬） ２か月 7：00～19：00 60人 ☎73‐3500
◎黄金（青龍寺） ６か月 7：30～18：00 70人 ☎24‐4645
◎ひばり（下川） ５か月 7：30～19：00 90人（☆）☎75‐3033
◎ほなみ（高田） ３か月 7：15～18：45 90人 ☎28‐2152
◎藤島こりす（藤の花一丁目） ３歳児 7：30～19：00 170人 ☎78‐2588
◎藤島くりくり（藤島） ６か月 7：30～19：00 90人 ☎64‐2167
◎大東（羽黒町手向） １歳児 7：30～18：30（☆） 45人 ☎62‐2156
◎貴船（羽黒町後田） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2155
◎いずみ（羽黒町市野山） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2153
◎くしびき（上山添） ２か月 7：15～19：00 60人 ☎57‐5081
◎くしびき東部（黒川） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐4153
◎くしびき西部（上山添） ３歳児 7：15～19：00 80人 ☎57‐2848
◎くしびき南部（東荒屋） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐2845
◎朝日（下名川） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎53‐2969
◎あつみ（温海） ２か月 7：30～18：30 80人 ☎43‐3901
◎鼠ヶ関（鼠ヶ関） ２か月 7：30～18：30 40人 ☎44‐2133
◎山戸（山五十川） ２か月 7：45～17：30 20人 ☎45‐2718
◎福栄（木野俣） ２か月 7：45～17：30 20人 ☎47‐2883
★ニチイキッズつるおか駅前保育園（大宝寺町） ２か月 7：00～19：00 19人 ☎26‐2131
★ベビー＆キッズルームばあば・ぱぱ（千石町に移転予定） ３か月 7：30～18：30 9人（☆）☎77‐4113
★鈴の音（苗津町） ３か月 7：30～18：30 12人 ☎33‐8455

　とする児童（出生予定、本市へ転入
　予定の児童も受け付けます）
▷申請書の配布…10月1日○月から各園
　（表２）、本所子育て推進課及び各地
　域庁舎市民福祉課で配布します
▷申請書の受付…10月１日○月～31日○水
　に上記配布場所で受け付けます（で
　きるだけ第１希望の園へお申し込み　
　ください）
▷提出書類…支給認定申請書（入所申
　込書を兼ねる）、就労証明書、保育
　料納付誓約書、口座振替依頼書等
▷入園の決定…来年１月下旬に郵送で
　通知予定です
※年度途中の入園希望も､ 受付期間内
　にお申し込みください｡ 期間外の申
　込みには対応できない場合がありま
　す｡
※新規受入可能人数以上の申込みがあ
　った場合は、面接等で調整します。
　対象者には郵送で通知します。
※各園の受入年齢は就学前までですが
　下記の園は受入年齢が異なります。
　〈鶴岡地域〉
　・大山保育園…４歳児まで
　・常念寺保育園分園…１歳児まで
　・地域型保育の３施設…２歳児まで
　〈藤島地域〉
　・藤島くりくり保育園…２歳児まで
　〈櫛引地域〉
　・くしびき保育園…２歳児まで

■１号・２号・３号認定共通
▷保育料は保護者の今年度の市民税額
　に応じて決まります。　
▷定員は、現行の認可定員であり、新
　規受入人数ではありません。各園及
　び年齢によって新規受入人数は異な
　り、若干名となる園もあります。ま
　た、受入年齢や保育時間も変更され
　る場合があります。
▷入園手続き等の詳細は、申込書と同
　時に配布する「入園のてびき」を参
　考にしてください。

♠＝認定こども園（幼保連携型）、♦＝認定こども園（幼稚園型）、♥＝認定こども
園（保育所型）、♣＝幼稚園、◎＝保育所、★＝地域型保育
※表中に（☆）がある箇所は、記載の内容に変更予定です。
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表１【１号認定の方が利用できる施設】  
園　名 最小受入年齢 保育時間※ 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） 満３歳 8：30～14：00 85人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） 満３歳 8：00～14：00 15人 ☎33‐8772
♠美咲（美咲町） ３歳児 8：30～14：00 15人 ☎28‐3331
♦若葉（若葉町） 満３歳 8：00～14：00 10人（☆）☎22‐2237
♦鶴岡（泉町） 満３歳 8：30～14：00 133人 ☎22‐0658
♦マリア（馬場町） 満３歳 8：30～14：00 90人 ☎22‐5831
♦和光（我老林） 満３歳 8：00～14：00 35人 ☎22‐8835
♦いなば（藤島） 満３歳 8：10～14：00 15人 ☎64‐2310
♥にしごう（下川） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎64‐0245
♣大宝（大宝寺町） 満３歳 8：30～14：00 120人 ☎22‐1883
〈♣予定〉みどり（大塚町） 満３歳 8：00～14：00 210人 ☎23‐2350

表２【２号・３号認定の方が利用できる施設】 
園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） ３か月 7：30～19：00 57人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） ２か月 7：00～19：00 75人 ☎33‐8772
♠美咲（美咲町） ２か月 7：00～19：00 90人 ☎28‐3331
♦若葉（若葉町） １歳児 7：30～18：30 40人（☆）☎22‐2237
♦鶴岡（泉町） 満３歳 7：15～19：00 77人 ☎22‐0658
♦マリア（馬場町） 満３歳 7：30～19：00 50人 ☎22‐5831
♦和光（我老林） 満３歳 7：30～18：30 10人 ☎22‐8835
♦いなば（藤島）　 満３歳 7：30～19：00 10人 ☎64‐2310
♥にしごう（下川） 満２歳 7：30～19：00 20人 ☎64‐0245
◎かたばみ（家中新町） ３か月 7：30～19：00 100人 ☎22‐0686
◎東部（日出一丁目） ３か月 7：15～19：00 120人 ☎22‐2142
◎西部（新海町） ３か月 7：30～19：00 100人 ☎23‐5646

※預かり保育も行っています。詳しくは各園にお問い合わせください。

■施設利用のための支給認定
 「子ども・子育て支援新制度」では、
施設等（認定こども園、幼稚園、保育
所、地域型保育）を利用する場合、支
給認定を受ける必要があります。認定
には、子供の年齢や利用希望等によっ
て、３つの区分（１号認定〈満３歳以
上・教育標準時間認定〉、２号認定〈満
３歳以上・保育認定〉、３号認定〈満
３歳未満・保育認定〉）があり、区分
に応じて利用できる施設が決まります。

■１号認定での利用の場合
▷対象…本市に住民登録があり、教育
　利用を希望する児童（本市へ転入予
　定の児童も受け付けます）
▷提出書類…支給認定申請書（入所申
　込書を兼ねる）   　
▷手続きの流れ…①10月1日○月から各
　園（表１）に直接利用希望の申込みを　
　行い、入園の内定を受けます（市への
　支給認定申請は、各園を通じて行わ
　れます）  ②来年1月下旬に、市から
　支給認定書が交付されます（各園か
　ら入園に関する案内があります）

■２号・３号認定での利用の場合
▷対象…本市に住民登録があり、両親
　が仕事や病気等のため､ 保育を必要

来年度の認定こども園・幼稚園・保育園等入園児募集について

　～支給認定の流れ～
子供が満３歳以上 子供が満３歳未満

▼ ▼ ▼
幼稚園・認定こども園の
教育利用を希望する

保育園・認定こども園の
保育利用を希望する

保育園・認定こども園・地域型保育の
保育利用を希望する

▼
▼
▼
▼
▼

▼ ▼

両親が仕事や病気等で
保育を必要とする

両親が仕事や病気等で
保育を必要とする

▼ ▼

直接、施設に利用申込みをする。
施設を通じて、

市に支給認定申請を行う。

市に支給認定申請及び
入所申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

市に支給認定申請及び
入所申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

▼ ▼ ▼
１号認定利用 ２号認定利用 ３号認定利用
表１の施設 表２の施設 表２の施設
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る
）
☎
内
線
３
６
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

■日
10
月
15
日
○月
〜
来
年
１
月
31
日
○木　

■場
本

市
と
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

契
約
を
し
て
い
る
医
療
機
関　

■対
65
歳
以
上

の
方
ま
た
は
60
歳
〜
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
等
の
内
部
障
害
が
あ
り
身
体
障
害
者

１
級
に
該
当
す
る
方
（
医
療
機
関
で
本
人
確

認
を
し
ま
す
）　

■
助
成
額　

１
、
５
０
０

円（
接
種
費
用
は
医
療
機
関
で
異
な
り
ま
す
）　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
申
請
に
よ
っ
て
生
活

保
護
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
金
が
無
料
に
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
（
課
税
世
帯
の
扶

養
に
な
っ
て
い
る
方
を
除
く
）
は
助
成
額
が

２
、０
０
０
円
に
な
り
ま
す
（
要
事
前
申
請
）。

申
請
は
10
月
12
日
○金
か
ら
受
け
付
け
ま
す

（
■持
印
鑑
）

耳
・
手
足
の
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
10
月
10
日
○水
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
18

歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交

付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治
療
中
の
方
を

除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚
、
肢
体　

■持

印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
交
付

済
み
の
方
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３

７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

市
政

市
民
の
提
案
に
よ
る
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

「
鶴
岡
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」の
取
り
組
み
募
集

　

地
域
課
題
解
決
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
事
業
提
案
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■対
町
内
会
組
織
や
市
内
に
住
所
が
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地
域
活
動
サ
ー

ク
ル
等
の
団
体　

■
事
業
対
象
事
例　

市
の

施
設
の
整
備
・
修

繕
・
管
理
、
市
管

理
用
地
の
利
活
用

の
た
め
の
整
備
・

管
理
等　

■申
本
所

政
策
企
画
課
☎
内

線
５
２
４　

■他
市

HP

健
康
・
福
祉

歯
周
疾
患
検
診
が
始
ま
り
ま
す

■日
10
月
１
日
○月
〜
12
月
28
日
○金　

■場
県
歯
科

医
師
会
に
所
属
す
る
実
施
医
療
機
関
（
要
予

約
）　

■対
今
年
度
中
に
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・

70
歳
に
な
る
方
（
40
歳
総
合
健
診
で
受
診
済

み
の
方
を
除
く
）　

■内
問
診
、
歯
周
組
織
検

査　

■費
１
、
５
０
０
円
（
70
歳
は
無
料
。
生

活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
免
除

制
度
あ
り〈
要
事
前
申
請
〉）　

■持
受
診
券（
９

月
末
に
送
付
済
み
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

○地域課
題の把握
○事業の
提案
○労働力
の提供等

市民の役割
○原材料
や経費の
支援
○情報の
提供
○技術的
助言

行政の役割

　高齢者用定期「ゴールドパス」と運転免許証返納者割引定期券について
バス定期券購入への補助

■問本所地域振興課内「鶴岡市地域公共交通活性化協議会」事務局☎内線522または庄内交通㈱☎22‐2600へ

　市では、「70歳以上の方」と「運転免許の全てを自主返納した方」のバス定期券購入に補助していますが、
下記のとおり、期間が長い6か月券と12か月券の販売が開始されました。ぜひご利用ください。

■販売する定期券と購入できる方

▽高齢者用定期「ゴールドパス」…本市に住民登録が
　ある70歳以上の方

▽運転免許証返納者割引定期券…本市に住民登録が
　あり、運転免許証を自主返納した方で運転経歴証
　明書をお持ちの方

■料金（両定期券とも共通）
券　種 販　売　金　額
１か月券 2,500円　　（通常料金1万円）
３か月券 7,500円　　（ 2万7,000円）
６か月券 1万5,000円   （ 5万4,000円）
12か月券 3万円　　　（   10万8,000円）

〃
〃
〃

◎上記定期券を、次の表のとおり出張販売しますのでご利用ください。（日付・時間順）

※購入時に必要なものは、広報「つるおか」７月号等を
　ご覧になるか、上記にお問合せください。

会　場 日　程 時　間
上郷コミュニティセンター 10月９日○火

10：30
～
11：30
※藤島は
    9：30
    開始。

湯野浜コミュニティセンター 10月10日○水
由良コミュニティセンター 10月11日○木
加茂コミュニティセンター 10月12日○金
市役所藤島庁舎市民ホール（藤島） 10月15日○月・11月16日○金
やまぶし温泉「ゆぽか」（羽黒）10月16日○火・11月19日○月
ヤマザワくしびき店（櫛引） 10月17日○水・11月21日○水
小堅コミュニティセンター 10月18日○木
かたくり温泉「ぼんぼ」（朝日）10月19日○金・11月15日○木
市役所本所１階市民ホール 10月22日○月・11月22日○木
マックスバリュあつみ店（温海） 10月23日○火・11月20日○火

会　場 日　程 時　間
第一学区コミュニティ防災センター 10月９日○火

14：00
～
15：00

第二学区コミュニティ防災センター 10月10日○水
第三学区コミュニティセンター 10月11日○木
第四学区コミュニティセンター 10月12日○金
第五学区コミュニティ防災センター 10月15日○月
第六学区コミュニティ防災センター 10月16日○火
大山コミュニティセンター 10月17日○水
農村センター（大泉） 10月18日○木
湯田川コミュニティセンター 10月19日○金
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寝
た
き
り
高
齢
者
等
に
紙
お
む

つ
等
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
全
て
に

該
当
す
る
方　

①
65
歳
以
上
ま
た
は
40
歳
〜

64
歳
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る　

②
在

宅
等
で
介
護
を
受
け
、
常
時
失
禁
状
態
の
寝

た
き
り
等
で
あ
る　

③
本
人
の
市
民
税
が
非

課
税　

■
助
成
対
象
用
品　

紙
お
む
つ
、
尿

取
り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、
お
尻
拭
き

■
助
成
方
法　

市
の
登
録
事
業
所
が
対
象
用

品
を
配
達　

■
助
成
限
度
額　

▽
介
護
保
険

料
第
１
段
階
…
月
額
７
、
０
０
０
円　

▽
同

２
・
３
段
階
…
月
額
５
、
０
０
０
円　

▽
同

４
・
５
段
階
…
月
額
２
、
０
０
０
円
（
40
歳

〜
64
歳
の
方
は
本
人
及
び
世
帯
の
課
税
状
況

に
応
じ
て
決
定
）　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

今
年
度
の
年
金
額
は
満
額
で
77
万
９
、３
０
０
円

老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
に
は
、
次
の

全
て
の
期
間
を
合
計
し
て
10
年
以
上
の
期
間

が
必
要
で
す
。
な
お
、
期
間
に
応
じ
て
、
年

金
額
は
増
減
し
ま
す
。

▽
保
険
料
納
付
期
間　

▽
厚
生
年
金
等
の
加

入
期
間　

▽
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の

期
間　

▽
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
期
間

▽
学
生
納
付
特
例
期
間　

▽
任
意
加
入
で
き

る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

　
鶴岡市学校給食費給付金の申込みはお済みですか？

第３子以降の給食費給付

■問学校給食センター☎22‐0411

　市では、子育て世帯の経済的な負担軽減を図るため、３人目以降のお子さんの学校給食費に対する給付金制
度を設けました。申請によって、給食費の保護者支払い分（上限あり）を給付します。対象の保護者で、まだ
申込書を提出していない方は、早目に提出してください。申込書は学校を通じて配付しています。

市内に住民登録があり、次の全てに該当する保護者
①今年４月１日現在、６歳以上18歳未満の子供を３　
　人以上養育している
②18歳未満の子供から年長順に数えて、３人目以降　　
　の子供の住民登録が市内にある
③生活保護、就学援助等の公的扶助を受けていない

■申込期限　12月20日○木
■申込先　 ▽市立小・中学校に在学する子供
　　　　　　の保護者…子供が在学する学校

　 　 　 　 　 ▽それ以外の保護者…学校教育課
　　　　　　（櫛引庁舎）
■給付方法　来年５月中に口座へ振り込み

▼マイナンバーカードは次のように利用できます

○顔写真付身分証明書として利用

○コンビニエンスストア（コンビニ）で各種証明書を取得

○ｅ-Taxなどの各種行政手続きのオンライン申請 等
▼マイナンバーカードはどうやって申請するの？
　平成27年10月以降に、マイナンバー（個人番号）をお
知らせする「通知カード」を、世帯主宛に送っています。　
　同カード下部の「交付申請書」に顔写真を貼り付け、
同封の返信用封筒（使用期限が来年５月31日○金まで
延長）に入れて郵便ポストに投函してください。

▼インターネットでも申請できます
　マイナンバーカード総合サイト及び申請機能
がある町角の証明用写真機でも申請できます。
▼マイナンバーカードの受け取り
　申請後約１か月で交付通知書（はがき）が届きます。
はがきに記された交付場所に電話で予約の上、受け取
ってください。受け取りは本人のみです。
▼通知カードを受け取っていない方は？
　通知カードが市に戻されている場合がありますので、
お問合せください。

使って便利なマイナンバーカード
マイナンバーカードとコンビニ交付サービス

■問本所市民課☎内線116または各地域庁舎市民福祉課へ

取得できる証明書 交付手数料 利用時間（年末年始を除く）取得できる範囲［要件］
現在の住民票の写し

１通400円 午前６時30分～午後11時
本人分、本人と同一世帯員分

印鑑登録証明書 本人分［本市で印鑑登録している方］
平成30年度の所得・課税証明書 本人分［30年１月１日本市に住民登録がある方］
現在の戸籍全部（個人）事項証明書 １通450円 月曜～金曜日（祝日を除く）

午前９時～午後５時15分
本人分、本人と同一戸籍者分［本市に住民登録
と本籍がある方］現在の戸籍の附票の写し １通400円

◎取得できる証明書は次の５つ（全て最新の証明書）

■コンビニ交付サービス
　マイナンバーカードがあれば、コン
ビニにあるマルチコピー機から住民票
などの各種証明書が取得できます。
▼利用できるコンビニ（国内のみ）
マルチコピー機が設置してある、セブン -イレブン、　
ローソン、サークルＫサンクス、ファミリーマート

▼サービスの利用に必要なもの
①利用者証明用電子証明書が記録さ
　れているマイナンバーカード
　（15歳未満の方のカードは利用不可）
②カード交付時に設定の数字４桁の
　利用者証明用電子証明書暗証番号
③交付手数料

■対象者　

※請求時に本市に住民登録がある方に限ります。
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状
を
起
こ
し
た
場
合
は
、
食
べ
残
し
な
ど
を

持
っ
て
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う　
　
　

10
月
は
が
ん
検
診
推
進
強
化
月
間

　

が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
定
期
的
に
が
ん

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
年
度

が
ん
検
診
未
申
込
み
の
方
で
受
診
希
望
の
方

は
、
健
康
課
☎
内
線
３
６
6
へ
。

10
月
は
土
地
月
間
〜
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
届
出
を
忘
れ
ず
に
〜

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
を
行
う
場

合
、
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
対
象
面
積
は
、
市
街
化
区
域
で
２
、

０
０
０
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

で
５
、
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

で
１
万
㎡
以
上
で
す
。
な
お
、
相
続
や
贈
与
、

農
地
法
３
条
１
項
に
関
す
る
取
引
等
に
つ
い

て
は
届
出
不
要
で
す
。

　

土
地
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
活
動
等
に

不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
の
適
正
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
3
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■他
市
HP

３
Ｒ
は
循
環
型
社
会
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間

　

ご
み
を
減
ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効

に
繰
り
返
し
使
う
社
会
（
循
環
型
社
会
）
の

実
現
の
た
め
、
３
Ｒ
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

▼
３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）は
、
３
つ
の
行
動

▽Reduce

・
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
の
発
生
・

則
、
年
金
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
で

す
が
、
次
の
方
は
特
別
徴
収
が
で
き
な
い
か
、

ま
た
は
で
き
な
い
期
間
が
あ
り
、
納
付
書
で

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

（
納
付
書
は
７
月
に
送
付
済
み
）。

■対
①
差
引
き
対
象
の
年
金
額
が
年
額
18
万
円

未
満
の
方　

②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
方　

③
今
年
２
月
以
降
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
方　

④
特
別

徴
収
が
途
中
で
停
止
と
な
っ
た
方

▼
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

納
付
書
が
届
い
た
方
で
口
座
振
替
を
希
望

す
る
方
は
、
金
融
機
関
等
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
納
期
限
の
過
ぎ
た
保
険

料
は
引
き
落
と
さ
れ
な
い
た
め
、
納
付
書
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
保
税
等
の
納

付
で
使
用
し
て
い
た
口
座
は
引
き
継
が
れ
ま

せ
ん
の
で
、
新
た
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
月
・
10

月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
10
月
に
支
給

さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
６
月
〜
９
月
分
で
、

10
月
15
日
○月
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

▼
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
？

　

最
長
で
70
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
資

格
を
満
た
す
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
満
額
受
給
で
き
な
い
人
は
？　

　

最
長
で
65
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
満

額
に
近
づ
け
る
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
受
給

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳

で
す
が
、
本
人
の
希
望
で
60
歳
〜
64
歳
で
も
、

年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
65
歳
以
降
も
減
額
率

は
そ
の
ま
ま
）。
な
お
、
繰
上
げ
請
求
に
よ

っ
て
年
金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前
に
障
害

者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金

や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
国
民
年
金
の
付
加
年
金
制
度

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
に
、
付
加
保
険

料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納
め

た
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
時
に
、
納

め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を
加
算
し
て

受
け
取
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎

年
金
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ
受
給
す
る
場
合
は
、

付
加
年
金
も
老
齢
基
礎
年
金
と
同
率
で
減
額

ま
た
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
の
方
は
、

付
加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者　

医
療
保
険
料
に
つ
い
て

▼
保
険
料
が
未
納
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
、
原

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

税市
税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

公
売
の
お
知
ら
せ

■日
11
月
21
日
○水　

■時
受
付
…
午
前
８
時
50
分

入
札
…
９
時
30
分　

■場
市
役
所
本
所
６
階
大

会
議
室　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
５
１

■他
市
HP

県
税
・
市
税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た
動
産

庄
内
地
区 

県
・
市
町
合
同
公
売
会

■日
11
月
10
日
○土　

■時
受
付
…
午
前
10
時
　
入

札
…
10
時
10
分
〜
11
時　

■場
庄
内
総
合
支
庁

４
階
講
堂　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
５　

■他
市
HP生

活
・
そ
の
他

ツ
キ
ヨ
タ
ケ
等
の
毒
キ
ノ
コ

に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　

毎
年
、
毒
キ
ノ
コ
が
原
因
の
食
中
毒
が
多

発
し
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
知
ら
な
い
・
不
安
を
感
じ
る
キ
ノ
コ
は
採

ら
な
い　

▽
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
と
こ
れ
に

似
た
毒
キ
ノ
コ
が
混
じ
っ
て
生
え
て
い
る
こ

と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る　

▽
調
理
す
る
前

に
も
う
一
度
確
認
す
る　

▽「
縦
に
裂
け
る
・

い
い
匂
い
が
す
る
・
虫
が
食
べ
た
跡
が
あ
る

と
食
べ
ら
れ
る
」
な
ど
の
言
い
伝
え
は
信
じ

な
い　

▽
安
易
に
譲
り
渡
し
た
り
譲
り
受
け

た
り
し
な
い　

▽
キ
ノ
コ
を
食
べ
て
中
毒
症
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工
前
に
建
築
確
認
申
請
書
、
完
了
し
た
ら
工

事
完
了
検
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
崖
地
や
災
害
危
険
区
域
内
で
は
、
住
宅
等

の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う　

▽
カ
ー

ポ
ー
ト
で
も
10
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
確
認

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

日
頃
か
ら「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

津
波
や
土
砂
・
洪
水
災
害
な
ど
の
発
生
時
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
適
切
な
避
難
行
動
を
と
れ

る
よ
う
、
市
で
は
被
害
の
想
定
区
域
や
程
度
、

避
難
場
所
や
避
難
所
を
示
し
た
地
図
（
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
）
を
作
成
し
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
家
族
や
地
域
で
避
難
方
法
な

ど
を
話
し
合
い
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
や

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
速
や

か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
市
HP
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

10
月
11
日
〜
20
日
は
全
国
地
域
安
全
運
動

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

　

地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
止
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
万
引
き
は
「
窃
盗
」
と
い
う
犯
罪
で
す
。

万
引
き
は
絶
対
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
逃

さ
な
い　

▽

掛
け
は
全
て
の
防
犯
の
基
本

で
す
。
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う　

▽
自
転
車
盗
難
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
必
ず
施

錠
。
防
犯
登
録
も
忘
れ
ず
に

資
源
の
消
費
を
元
か
ら
減
ら
す
）　

マ
イ
バ

ッ
グ
を
持
ち
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
。
食
べ

物
の
買
い
過
ぎ
や
作
り
過
ぎ
を
し
な
い
で
、

食
べ
残
し
（
食
品
ロ
ス
）
を
な
く
す
。

▽Reuse
・
リ
ユ
ー
ス
（
繰
り
返
し
使
う
）　

ビ
ー
ル
び
ん
等
の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容
器
製
品

を
買
う
。
リ
ユ
ー
ス
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
シ
ョ

ッ
プ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
利
用
す
る
。

▽Recycle

・
リ
サ
イ
ク
ル
（
資
源
と
し
て

再
び
利
用
す
る
）　

ご
み
を
正
し
く
分
別
し
、

資
源
物
は
資
源
回
収
運
動
に
出
す
。
再
生
品

や
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
買
う
。

▼
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
確
認
し
よ
う

▽
桃
・
黄
・
緑
袋
に
入
れ
る
「
資
源
ご
み
」

は
汚
れ
を
取
っ
て
再
生
推
進　

▽「
び
ん
」

は
緑
袋
に
入
れ
て
資
源
化
促
進　

▽「
雑
が

み
」
は
資
源
回
収
に
出
し
て
リ
サ
イ
ク
ル　

▽「
生
ご
み
」
は
水
切
り
し
て
軽
量
化

▼
ご
み
袋
の
口
は
テ
ー
プ
・
ひ
も
等
で
止
め

ず
に
、
必
ず
袋
自
体
で
結
ん
で
く
だ
さ
い

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く     

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　

市
で
は
10
月
を
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
強

化
月
間
と
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。
建
築
物
等
を
解
体
す
る

と
き
は
届
出
を
し
、
分
別
解
体
及
び
再
資
源

化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

10
月
15
日
〜
21
日
は
違
反
建
築
防
止
週
間

建
築
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
違
反
建
築
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い　

▽
着

▼
子
供
を
守
ろ
う「
い
か
の
お
す
し
」

▽
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て〝
い
か
〞な
い　

▽

知
ら
な
い
人
の
車
に〝
の
〞ら
な
い　

▽「
助

け
て
」
と〝
お
〞お
き
な
声
を
出
す　

▽
安
全

な
場
所
に〝
す
〞ぐ
逃
げ
る　

▽
近
く
の
人
、

警
察
、
家
の
人
、
学
校
に〝
し
〞ら
せ
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

鉄
道
の
事
件
・
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

▽
線
路
に
石
や
物
を
置
い
て
遊
ば
な
い　

▽

感
電
（
２
万
ボ
ル
ト
）
に
注
意　

▽
降
り
て

い
る
遮
断
機
を
く
ぐ
ら
な
い　

▽
踏
切
の
ボ

タ
ン
に
い
た
ず
ら
し
な
い

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

11
月
１
日
〜
11
月
10
日
は                  

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
旬
間

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に
道

路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
の
外
出
時
は
、
明
る
い
服
装
で

暗
闇
で
も
光
る
夜
光
反
射
材
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
運
転
者
も
高
齢
者
を
見
掛
け

た
ら
思
い
や
り
運
転
を
す
る
な
ど
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

土
地
売
買
の
際
は

地
価
調
査
価
格
を
参
考
に

　

地
価
調
査
と
は
、
山
形
県
が
県
内
全
市
町

村
を
対
象
に
、
基
準
地
（
市
内
は
32
地
点
）

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表

す
る
も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条
件
と
比

較
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ
の
適
正

価
格
が
分
か
り
ま
す
。
地
価
調
査
書
は
、
本

所
土
木
課
☎
内
線
４
５
８
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
で
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
県
HP
で
も

そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

鶴
岡
墓
園
・
藤
島
墓
園
の　

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
る　

▽
自
宅
等
に
焼
骨
を
保
管
し
納

骨
す
る
場
所
が
な
い　

▽
使
用
許
可
後
１
年

以
内
に
墓
碑
等
を
建
て
、
焼
骨
を
埋
蔵
で
き

る　

■
募
集
区
画
・
永
代
使
用
料
・
管
理
料
年

額
（
今
年
度
分
は
そ
の
３
か
月
分
）　

▽
鶴

岡
墓
園
…
①
４
㎡
・
１
区
画
・
15
万
５
、
０

０
０
円
・
３
、
６
０
０
円　

②
６
㎡
・
３
区

画
・
23
万
円
・
４
、
８
０
０
円　

▽
藤
島
墓

園
…
６
㎡
・
１
区
画
・
20
万
円
・
３
、
１
５

０
円　

■申
10
月
１
日
○月
〜
15
日
○月
に
本
所
市

民
課
☎
内
線
１
５
８
へ　

■他
抽
せ
ん
会
（
■日

10
月
18
日
○木
午
後
３
時　

■場
市
役
所
本
所
）

２
０
１
８
年
漁
業
セ
ン
サ
ス

を
実
施
し
ま
す

　

11
月
１
日
現
在
で
、
漁
業
セ
ン
サ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
わ
が
国
の
漁
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
５
年
に
１
度

行
わ
れ
ま
す
。
10
月
中
旬
頃
か
ら
漁
業
者
や

水
産
関
係
者
の
所
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
情
報
企
画
課
☎
内
線
６
６
５
ま
た
は

温
海
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
内
線
３
１
２
へ
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